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研究成果の概要（和文）：COVID-19の影響で研究対象は14人、産後うつ病(PPD)発症者は皆無で、PPDの背景因子
は解析できなかった。初産/経産、経腟分娩/帝王切開、高年妊婦/非高年妊婦で、産後(3-5日・2週間・1ヶ月)の
エジンバラ産後うつ病自己評価(EPDS)、分娩時出血量、出生体重、妊娠末期の血液検査［オキシトシン、コルチ
ゾール、貧血、炎症反応、肝機能、腎機能］を解析した結果、初産婦で産後3-5日のEPDSとオキシトシンが有意
に高値であった以外は有意差を認めなかった。今後、症例数を増やして、PPDの背景因子の解析と産後1ヶ月まで
の産婦健診で問題なかった産婦の6ヶ月後の状況解析を実施したいと考えている。

研究成果の概要（英文）：The study subject was 14 people because of the influence of COVID-19 and 
there was no postpartum depression ;PPD onset. So we couldn't analyze the background factors of PPD.
 We analyzed blood test (oxytocin, cortisol, hemoglobin, mean corpuscular volume, C-reactive 
protein, liver function, renal function) of the third trimester and EPDS at post partum (3-5 days, 
two weeks and one month) and amount of bleeding at delivery and weight of newborn baby each in 
parity, delivery method and age. The result didn’t accept significant difference except that EPDS 
at post partum 3-5 days and the oxytocin level were significantly high in primipara group. Because 
there was little number of cases, we couldn't do planned analysis. We increase number of cases and 
want to carry out the analysis of the background factor of PPD and the situation analysis at post 
partum six months who did not have any problem by medical examination until at post partum one month
 in future.

研究分野： 産科学

キーワード： 産後うつ病　EPDS

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
産後うつ病(PPD)の増加は社会問題化しているが、発症原因の解明は不十分で、有効な発症予知法や予防対策も
乏しい。産後2週間と１ヶ月におけるエジンバラ産後うつ病自己評価票(EPDS)を用いた産婦健診が開始されてい
るが、この有用性評価も十分ではなく、産後1ヶ月以降に発症したPPDのフォローアップは困難である。本研究に
より、PPDの背景因子の解明、母児間スキンシップの生理学的意義の科学的検証、産婦健診体制の評価が成され
ることで、社会的にも学術的にも重要な課題解決に繋がる。しかし今回の検討では症例数が少なく十分な解析が
できなかったため今後更なる検討を進める予定である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
産後うつ病は、単なる本人の精神疾患としてだけでなく、社会問題のひとつとして考えるべき

状況となっていた。妊娠中に胎盤から様々な大量のホルモンが放出される一方で、分娩時の胎

盤排出により母体血中ホルモン濃度が急激に低下するため、これが発症要因の一つとされてい

るが、複合的な因子が影響しており、詳細な原因は十分には解明されていなかった。有効な発

症予知の方法や予防対策も乏しい状況であったが、国と市町村による公費助成事業として、産

後 2 週間と１ヶ月におけるエジンバラ産後うつ病自己評価票 (Edinburgh Postnatal 

Depression Scale: EPDS)を用いた産婦健診の実施が 2017 年に推奨され、実施準備が整った市

町村から徐々に開始され始めていた。しかしながら、この体制の有用性は未知の状態であった

ことに加えて、産後 1ヶ月以降に発症した産後うつ病のフォローアップまでは困難な状況であ

った。 

一方で、視床下部で産生され脳下垂体後葉から分泌されるオキシトシンが愛着形成ホルモンと

して注目され始めていた。オキシトシンは分娩時の子宮収縮や授乳に関係することはよく知ら

れていたが、愛着形成との関連性も指摘され始め、児への愛着形成に有用とされている母児間

のスキンシップは産後うつ病の発症予防になり得ると考えられていたが、これらを科学的に検

証した報告は極めて少なかった。産後うつ病の背景因子の解明と母児間スキンシップの生理学

的意義の科学的検証は、社会的にも科学的にも重要な課題であった。 

 

２．研究の目的 
社会的にも科学的にも重要な課題である以下の 3点を研究の目的とした。①産後うつ病の背景

因子の解明、②産婦健診体制の評価、③母児間スキンシップの生理学的意義の科学的検証 

 
３．研究の方法 
対象は、信州大学医学部附属病院における妊婦健診時に研究協力の同意を得た産婦の以下の 2

群として研究計画を立てた。 

・産後うつ病群（産婦健診の結果で精神科を受診して診断された者） 

・対照群 (産婦健診の EPDS4 点以下で産後 1 ヶ月健診までの経過に問題ない者) 

①産後うつ病の背景因子の解明；母体情報(家族歴、既往歴、BMI)、妊娠・分娩経過(妊娠中の

血液・尿検査結果、妊娠中の体重増加、分娩週数、新生児体重、分娩所要時間、分娩時出血

量)、育児環境、出産直後・産後 2週間・産後 1ヶ月・産後 6ヶ月における EPDS の点数、母親

の児に対する愛着形成の心理的指標、妊娠末期の血液検査［オキシトシン（愛着形成ホルモ

ン）、コルチゾール（ストレス指標）、貧血、炎症反応、肝機能、腎機能］などと、産後うつ病

発症との関連性を検討する。なお血液検査項目としては、出産から数日後の血液検査で貧血が

あることや抗炎症性サイトカイン（IL-4，IL-10）レベルの低下、代謝異常などが産後うつ病を

発症するリスクとして報告されており、妊娠末期の血液検査結果が産後うつ発症の予想因子に

なる可能性から、オキシトシン（愛着形成ホルモン）、コルチゾール（ストレス指標）に加え

て、貧血の有無、炎症の有無、肝機能、腎機能を検討項目とした。 

②産婦健診体制の評価； 1 ヶ月健診までに精神科受診の必要性を指摘されなかった研究協力者

に対し、EPDS、精神科受診状況、育児状況に関する連結可能匿名化（無記名自記式）アンケー

トを分娩 6 ヶ月後に郵送で実施し、診療録から抜粋可能な情報、分娩 1 ヶ月後までの EPDS 得点



などとの関連性を解析し、産後 1 ヶ月までの産婦健診で問題なかった産婦の 6 ヶ月後の状況を

解析する。 

③母児間スキンシップの生理学的意義の科学的検証；分娩入院中の産後うつ病早期発症群およ

び対照群から研究協力者を募り、児とのスキンシップ（無言での抱っこ、話しかけての抱っ

こ）と自律神経機能、唾液中オキシトシン（愛着形成ホルモン）濃度、唾液中コルチゾール

（ストレス指標）濃度との関連を解析する。 

 

４．研究成果 

2019 年 10 月から 2020 年 1 月までに研究協力の同意を 10 名から得た。しかし 2020 年 2 月初旬

に COVID-19 感染が急拡大し、これ以降 3 次医療を担う本院では COVID-19 感染拡大予防のため

入院患者への家族の面会は不許可となり、外来診療も原則的には付き添い者の同行は不許可

で、妊婦健診における妊婦との会話も必要最小限として在院時間を短縮させる対応を継続せざ

るを得なかった。その後も COVID-19 の感染状況は収束せず、2022 年に延長申請を行って研究

再開の時期を模索していたが、本研究の説明機会を持てない状況は変わらず、研究活動を再開

できなかった。2023 年に再延長申請を行い、2023 年 5 月に COVID-19 は 5 類相当に変更された

が、当院での感染対策を即座に変更することは無かったため、本研究への参加協力依頼の説明

を再開できたのは 2023 年 10 月となった。しかし入院中の面会制限は継続されたため、参加協

力を得ることが困難な状況に大きな改善は無く、新たな研究参加者は 4 人で最終的な対象者は

14 人に留まった。加えて、この 14 人の中に産後うつ病発症者は皆無で、分娩後の入院中の母

児間スキンシップの生理学的意義の科学的検証への研究協力者も無かったため、当初計画の①

産後うつ病の背景因子の解析、③母児間スキンシップの生理学的意義の科学的検証は本研究期

間ではなし得ることができなかった。②産婦健診体制の評価；分娩 6 ヶ月後のアンケート調査

（EPDS 点数、精神科受診状況、育児状況）の検討は、10 人から回答を得たが、全て 4点以内で

問題となる症例は認めなかった。 

対象者 14 人は、全て正期産での分娩で、低出生体重児は 0、APGAR スコアは全て 1 分 8-9/5 分

8-9、小児科入院児は光線療法の 1児のみであった。 

一方、対象者 14 人の内訳が初産婦 8人・経産婦 6人、経腟分娩 7 人・帝王切開分娩 7 人、高年

妊婦 6 人・非高年妊婦 8 人であったので、これらの 2群における、年齢、産後うつの指標とな

る EPDS（産後 3-5 日・産後 2 週間・産後 1 ヶ月）、母体非妊時 BMI、妊娠中の体重増加、分娩時

出血量、出生体重、妊娠 36-37 週の母体血液検査結果；オキシトシン（OXT）、ストレスマーカ

ーとしてコルチゾール（CRT）、鉄欠乏性貧血の指標としてヘモグロビン（Hb）・平均赤血球容積

(MCV)、炎症の指標として CRP、肝機能の指標として AST・ALT、腎機能の指標として BUN・クレ

アチニン(Creat）の解析を実施した。 

 

（1）初産婦群と経産婦群での解析 

 

 

3ｰ5日 2週間 1ヶ月

平均 32.1 5.8 4.3 1.8 19.7 10.9 648 3323

SD 5.3 4.0 2.2 1.5 1.1 3.0 342 331

平均 33.0 1.3 2.0 2.0 22.1 11.7 610 3070

SD 5.5 1.1 1.8 2.0 5.7 2.4 232 269

p値 0.79 0.02 0.11 0.82 0.39 0.62 0.82 0.17

経産婦群

初産婦群

EPDS(産後) 非妊時
BMI

妊娠中
体重増
加(kg)

分娩時
出血量
(g)

出生
体重
(g)

年齢



 

OXT; oxytocin, CRT; cortisol, Hb; hemoglobin, MCV; mean corpuscular volume,  

CRP; C-reactive protein, AST; aspartate aminotransferase, ALT; alanine 

aminotransferase,  

BUN; blood urea nitrogen, Creat; creatinine 

 

初産婦群と経産婦群の平均年齢、非妊時 BMI、妊娠中の体重増加、分娩時出血量、出生体重に

有意差は認めなかった。産後 3-5 日の EPDS は初産婦群で有意に高値であったが産後 2 週間と産

後 1 ヶ月の EPDS に有意差は認めなかった。妊娠 36-37 週の血液検査ではオキシトシン値が初産

婦群で有意に高値であったが他の検査値に有意差は認めなかった。 

 

（2）分娩様式(経腟分娩群と帝王切開群)での解析 

 

 

 

 

経腟分娩群と帝王切開群の平均年齢、非妊時 BMI、妊娠中の体重増加、分娩時出血量、出生体

重に有意差は認めなかった。EPDS は産後 3-5 日、産後 2 週間、産後 1 ヶ月の全てに有意差を認

めなかった。妊娠 36-37 週の血液検査も全ての検査値に有意差を認めなかった。 

 

（3）高年妊婦群と非高年妊婦群での解析 

 

平均 15.2 26.5 11.0 88.2 0.10 13.8 10.8 10.0 0.60

SD 6.8 11.5 1.0 2.9 0.08 3.0 3.7 3.1 0.12

平均 3.8 27.0 11.2 88.1 0.28 14.2 8.7 7.7 0.54

SD 3.4 5.9 0.8 3.2 0.29 1.6 2.4 1.9 0.06

p値 0.01 0.92 0.81 0.97 0.24 0.76 0.26 0.14 0.27

経産婦群

BUN
(mg/dl)

Creat
(mg/dl)

初産婦群

CRT
(μg/dl)

Hb
(g/dl)

MCV
(fl)

CRP
(mg/dl)

AST
(U/l)

ALT
(U/l)

OXT
(pg/ml)

3ｰ5日 2週間 1ヶ月

平均 30.7 1.9 2.2 1.3 21.9 11.0 531 3217

SD 4.5 1.5 2.5 1.4 5.0 3.1 334 240

平均 34.3 5.9 4.1 2.4 19.6 11.5 733 3212

SD 5.7 4.3 1.9 1.8 1.9 2.4 219 401

p値 0.25 0.07 0.23 0.25 0.32 0.75 0.24 0.98

帝王
切開群

経腟
分娩群

EPDS(産後) 非妊時
BMI

妊娠中
体重増
加(kg)

分娩時
出血量

(g)

出生
体重
(g)

年齢

平均 11.8 25.6 11.3 87.7 0.3 14.3 10.1 9.8 0.61

SD 9.0 2.7 1.0 3.7 0.3 1.7 3.3 3.1 0.09

平均 8.3 27.7 10.9 88.7 0.07 13.6 9.6 8.1 0.53

SD 6.4 12.4 0.8 2.2 0.04 3.1 3.4 2.3 0.05

p値 0.48 0.70 0.51 0.57 0.09 0.63 0.77 0.31 0.09

帝王
切開群

BUN
(mg/dl)

Creat
(mg/dl)

経腟
分娩群

CRT
(μg/dl)

Hb
(g/dl)

MCV
(fl)

CRP
(mg/dl)

AST
(U/l)

ALT
(U/l)

OXT
(pg/ml)

3ｰ5日 2週間 1ヶ月

平均 37.2 5.8 4.4 2.5 20.2 11.6 739 3306

SD 1.7 5.0 2.2 2.0 1.4 2.5 158 376

平均 29.0 2.4 2.6 1.4 21.2 10.9 551 3146

SD 4.5 1.2 2.2 1.3 5.1 2.9 352 272

p値 0.00 0.18 0.23 0.30 0.64 0.65 0.24 0.44

非高年
妊婦群

高年
妊婦群

EPDS(産後) 非妊時
BMI

妊娠中
体重増
加(kg)

分娩時
出血量

(g)

出生
体重
(g)

年齢



 

 

 

高年妊婦群と非高年妊婦群の平均年齢、非妊時 BMI、妊娠中の体重増加、分娩時出血量、出生

体重に有意差は認めなかった。EPDS は産後 3-5 日、産後 2 週間、産後 1 ヶ月の全てに有意差を

認めなかった。妊娠 36-37 週の血液検査も全ての検査値に有意差を認めなかった。 

 

＜考察＞ 

初産婦群と経産婦群の比較において、産後 3-5 日の EPDS が初産婦群で有意に高値であった。出

産直後には初産婦の方が初めての経験なので不安が強い可能性が示唆されるが、産後 2 週間、

産後 1 ヶ月では有意差を認めておらず、助産師による産後指導などで 2 週間程度で育児にも慣

れて不安の程度は経産婦と同等になった可能性がある。一方、妊娠 36-37 週のオキシトシン値

が初産婦で有意に高かったが、他の血液検査結果（コルチゾールを含む）と妊娠・分娩経過の

評価項目に有意差は認めておらず、オキシトシン値が初産婦で有意に高かった理由は今回の検

討結果から考察することは困難であった。 

経腟分娩群と帝王切開群、高年妊婦群と非高年妊婦群の比較においては、ともに全ての EPDS、

全ての血液検査結果（オキシトシンとコルチゾールを含む）、全ての妊娠・分娩経過の評価項目

に有意差を認めなかった。 

しかし近年、出産から数日後の血液検査で貧血があることや抗炎症性サイトカイン（IL-4，IL-

10）レベルの低下、代謝異常などが産後うつ病を発症するリスクとして報告され始めており、

妊娠末期の血液検査結果が産後うつ発症の予想因子になる可能性から、オキシトシン（愛着形

成ホルモン）、コルチゾール（ストレス指標）に加えて、貧血の有無、炎症の有無、肝機能、腎

機能を産後うつ発症者の発症前の血液検査で検討することには意義があると考える。 

本研究期間の大半で COVID-19 の影響を受け、研究参加者が 14 人と極めて少人数に留まってし

まったこと、研究参加者の中に産後うつ病の発症者が皆無であったことなどから、当初の研究

目標は全て解析することができず、十分な検討を成すことができなかったが、十分な研究参加

者さえ確保できれば、目標としていた解析が可能な研究計画であったと考えているため、今

後、同様の研究を新たに立ち上げ、症例数を増やして、今回予定した産後うつ病の背景因子の

解析と産後 1ヶ月までの産婦健診で問題なかった産婦の 6 ヶ月後の状況解析を実施したいと考

えている。 

 

 

平均 7.0 26.2 11.1 87.8 0.1 12.8 10.5 8.4 0.54

SD 5.9 12.9 0.7 2.4 0.0 2.8 2.9 2.3 0.04

平均 12.5 27.2 11.1 88.5 0.26 14.8 9.4 9.4 0.59

SD 8.5 4.3 1.1 3.4 0.26 1.9 3.6 3.2 0.09

p値 0.23 0.87 0.98 0.68 0.07 0.22 0.56 0.56 0.24

非高年
妊婦群

BUN
(mg/dl)

Creat
(mg/dl)

高年
妊婦群

CRT
(μg/dl)

Hb
(g/dl)

MCV
(fl)

CRP
(mg/dl)

AST
(U/l)

ALT
(U/l)

OXT
(pg/ml)
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